
 

 

 

 

 

    

◇ ◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
宮
司 

プ
レ
ス
第
二
百
三
号
の
発
行
で
す
。 

熱
中
症
警
戒
ア 

ラ
ー
ト
な
る
も
の
が
発
令

は
つ
れ
い

さ
れ
、
に
わ
か
に
は
、
信
じ 

ら
れ
な
い
の
で
す
が
、「
命
に
か
か
わ
る
暑
さ
」
と
報
道 

さ
れ
る
、
炎
熱

え
ん
ね
つ

焼
く
が
ご
と
き
日
々
で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
近
年
は
、
大
雨
に
「
記
録
的
な
」
の
前
置
き
が
増
え 

た
よ
う
で
す
。 

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
豪
雨

ご

う

う

の
引
き 

金
と
な
る
水
蒸
気

す
い
じ
ょ
う
き

は
、
海
上
か
ら
日
本
に
も
た
ら
さ
れ 

ま
す
。 

日
本
近
海
は
、
水
温
が
高
い
状
況
が
続
き
、 

雨
雲
が
発
達
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、 

気
候
の
温
暖
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
水
蒸
気
量
は
増
え 

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

温
暖
化
の
進
行
が 

現
実
の
脅
威

き
ょ
う
い

と
な
っ
て
、
私
共
の
地
域
や
日
本
の
み
な 

ら
ず
世
界
全
体
を
覆
い

お

お

い

始
め
た
と
い
っ
て
も
過
言

か

ご

ん

で 

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

前
月
号
に
も
記
述

き
じ
ゅ
つ

し
ま
し
た
が
、 

ポ
イ
ン
ト 

オ
ブ 

ノ
ー
リ
タ
ー
ン
」、
時
計
の
針
は
、 

も
う
戻
せ
な
い
の
で
す
。 

◇
書し

ょ

経
き
ょ
う

に
、「
地ち

平た
い

ら
ぎ
天て

ん

成な

り
」
と
い
う
、
名
高
い 

言
葉
が
あ
り
ま
す
。 

な
ぜ
、
名
高
い
か
と
い
う
と
、 

「
平
成
」
と
い
う
元
号
の
出

し
ゅ
っ

典て
ん

だ
か
ら
で
す
。 

ま 

ず
、
こ
の
地
上
が
平
和
で
あ
っ
て
、
初
め
て
天
が
成
り 

立
つ
と
い
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
上
が
平
和
で
あ
っ 

      

て
、
は
じ
め
て
天
と
し
て
の
健
全
な
営
み
が
あ
る
の
だ 

と
い
っ
て
い
る
の
で
す
。
で
あ
れ
ば
、
地
上
の
役
割
は 

重
大
で
す
。 

な
ぜ
な
ら
ば
、
地
上
の
在
り
方
次
第
で 

天
の
状
態
が
か
わ
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
。 

天
の
働 

き
と
い
え
ば
、
前
述

ぜ
ん
じ
ゅ
つ

の
「
異
常
気
象
、
極
端
気
象
」
に 

よ
っ
て
、
驚
異
的
な
被
害
を
地
上
に
も
た
ら
し
て
い
ま 

す
。 

こ
れ
も
地
上
の
在あ

り
様よ

う

を
反
映
し
て
い
る
の
で 

し
ょ
う
か
。 

さ
ら
に
、
天
は
こ
の
地
上
の
在
り
様
を

ど
の
よ
う
に
み
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

詩
人
で
童
話

作
家
で
あ
っ
た
宮
沢
賢
治
さ
ん
は
、「
世
界
が
ぜ
ん
た

い
幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ
り
得

な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

人
間
同
士
が
殺
し

合
う
戦
争
、
核
実
験
、
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
の
繰
り
返
し

等
、
は
た
し
て
、「
世
界
ぜ
ん
た
い
」
幸
福
で
し
ょ
う
か
。 

国
際
的
な
免
疫

め
ん
え
き

学
者
の
、
今
は
亡
き
多
田

た

だ

富
雄

と

み

お

さ
ん
は
、

「
美
し
い
日
本 

四
つ
の
特
徴
」
の
ひ
と
つ
に
、「
ア
ニ

ミ
ズ
ム
の
文
化
」
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ア

ニ
ミ
ズ
ム
と
は
、「
万
物

ば
ん
ぶ
つ

有ゆ
う

霊
論

れ
い
ろ
ん

」、
つ
ま
り
、
す
べ
て

の
物
に
は
「

魂
た
ま
し
い

」
が
や
ど
る
、
ま
さ
に
、
万ば

ん

理り

万
象

ば
ん
し
ょ
う

に
神
仏

し
ん
ぶ
つ

を
見
出
す
、
日
本
人
の
美
質

び

し

つ

の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す
。 

ま
さ
し
く
、
そ
れ
は
、
自
然
崇
拝
と
自
然
信

仰
な
の
だ
と

仰
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
る
の
で
す
。 

目
に
は
見
え

な
い
け
れ
ど
何
か
大
き
な
力
を
尊
ぶ
、
自
然
崇
拝
、
豊

な
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
自
然
信
仰
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
仰
っ
て
い
ま
す
。 

◇
「
地
平
ら
ぎ
天
成
り
」
と
は
、
私
は
、「
自
然
崇
拝
」、

「
自
然
信
仰
」
の
実
践
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
祭
り
」
だ

と
思
い
ま
す
。 

「
祭
り
」
は
、
神
様
と
私
共
が
、
真し

ん

に
釣つ

り
合
っ
て
い
る
、「
真ま

釣つ

り
」
だ
と
考
え
る
の
で

す
。 

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
神
様
に
祈
り
、
未
来

を
誓
い
、
そ
の
過
程
に
は
、
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
の

繰
り
返
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
与
え
ら
れ
た
結
果
に
謙

虚
に
向
き
合
い
感
謝
を
捧
げ
、
身
も
心
も
清
ら
か
に
、 

神
様
の
御
加
護
を
願
う
の
で
す
。 

そ
し
て
、
さ
ら
に
、

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
り
、
希
望
を
見
失
わ
ず
生
活
を

す
る
こ
と
を
誓
う
、
神
様
に
お
約
束
す
る
、
ま
さ
し
く

敬
神
生
活
で
あ
り
、「
真
釣
り
」
の
生
活
な
の
で
す
。 

 

ま
さ
に
、
日
本
人
ら
し
い
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

◇
さ
て
、
本
日
は
、
夏
越
祭
の
本
殿
祭
で
す
。 

過
日 

の
七
月
二
十
七
日
（
木
）
に
奉
製
し
た
、「
茅
の
輪
」
を 

二
回
く
ぐ
り
、
さ
ら
に
、「
菅
抜
き
」
を
一
回
行
い
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
合
わ
せ
て
三
回
く
ぐ
る
こ
と
に
な
り
ま 
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司
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司
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宜
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令
和
五
年
七
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十
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す
。 

 

な
ぜ
、
三
回
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ 

は
、「
過
去
・
現
在
・
未
来
」
を
清
め
る
の
で
す
。  

一
回
目
は
、
今
ま
で
の
自
分
、
過
去
を
謙
虚
に
振 

り
返
り
、
そ
し
て
、
二
回
目
は
、
今
を
生
か
さ
れ 

て
い
る
自
分
、
現
在
に
心
か
ら
感
謝
す
る
。 

さ
ら 

に
、
三
回
目
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
、
希
望
を 

見
失
う
こ
と
な
く
生
活
を
す
る
こ
と
を
誓
う
の 

で
す
。 

「
謙
虚
・
感
謝
・
希
望
」
こ
そ
、
三
回
の 

輪
く
ぐ
り
の
意
義
で
あ
り
ま
す
。 

「
幸
せ
」
は
、 

三
つ
あ
り
ま
す
が
、
御
存
知
で
す
か
。 

一
つ
目 

は
、「
し
て
も
ら
う
幸
せ
、
感
謝
、
過
去
」
で
す
。 

そ
し
て
、
二
つ
目
は
、「
で
き
る
幸
せ
、
謙
虚
、
現 

在
」、
さ
ら
に
、「
し
て
あ
げ
る
幸
せ
、
希
望
、
未 

来
」
で
す
。 

ま
さ
に
、
今
日
の
夏
越
祭
は
、「
地 

平
ら
ぎ
天
成
り
」、「
自
然
崇
拝
」、「
自
然
信
仰
」
の
実 

践
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
祭
り
」、「
真
釣
り
」、「
三さ

ん

幸こ
う

実じ
っ 

践せ
ん

」
の
敬
神
生
活
を
神
様
に
お
誓
い
す
る
神
事
と
い
え 

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

御
自
愛
を
お
祈
り
申 

し
上
げ
ま
す
。 

◇
七
月
の
祭
典
行
事
報
告(

予
定
も
含
む) 

 

▼
月
次
祭 

＊
七
月
一
日
、
十
五
日 

 
 

 

▼
花
手
水 

 
 

＊
一
回
目 

六
月
三
十
日
～
七
月
四
日 

 
 

 
 

＊
二
回
目 

七
月
七
日
～ 

 
 

＊
三
回
目 

七
月
十
四
日
～ 

 
 

＊
四
回
目 

七
月
二
十
七
日
～ 

 
 
 

※
い
ず
れ
も
五
日
間
程
度 

 
 
 

 

 

▼
貴
布
祢
神
社
月
次
祭 

＊
七
月
一
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
七
社
祭 

 
 

＊
七
月
九
日 

 
 
 

※
六
連
島
の
島
内
に
鎮
座
す
る
七
社
（
西
海
大 

明
神
・
貴
布
祢
神
社
・
恵
比
寿
神
社
・
峰

像
神
社
・
荒
神
社
・
宗
像
神
社
・
大
歳
神

社
・
恵
比
寿
神
社
）
の
例
祭
を
、
六
連
島

八
幡
宮
の
拝
殿
に
て
行
う
神
事
） 

 

▼
ヒ
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
海
開
祭 

 
 

＊
七
月
十
五
日 

 
 
 

 
 

 

 

▼
竹
の
子
島
天
満
宮
例
祭 

＊
七
月
十
五
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
七
月
二
十
一
日 

 

▼
夏
越
祭 

 
 

□
田
の
首
八
幡
宮 

＊
七
月
二
十
三
日 

 
 

 

 
 

□
六
連
島
八
幡
宮 

＊
七
月
二
十
五
日 

 
 
 

※
各
家
を
お
祓
い
す
る
戸
別
祓
神
事
を
斎
行 

 
 

□
本
宮 

 
 
 

▽
夏
越
大
祓
式
、
前
夜
祭 

＊
七
月
二
十
九
日 

 
 
 

▽
本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

＊
七
月
三
十
日 

 
 

□
海
士
郷
恵
比
寿
神
社 

＊
七
月
三
十
一
日 

◇
七
月
の
宮
司
動
静
（
予
定
も
含
む
） 

 

▼
神
社
関
係
団
体 

 
 

□
維
蘇
志
会
七
月
例
会 

＊
七
月
二
十
二
日 

 
 

□
敬
神
婦
人
会
清
掃
作
業 

＊
七
月
二
十
三
日 

 
 

□
行
事
委
員
会
茅
の
輪
奉
製
作
業
＊
七
月
二
十
七
日 

▼
神
社
庁
関
係 

 

□
養
成
講
習
会
講
師
打
合 

＊
七
月
四
日 

 

□
神
社
総
代
会
役
員
会 

＊
七
月
四
日 

 
 

□
教
化
委
員
会 

＊
七
月
四
日 

 
 

□
教
化
部
代
表
者
会
議 

＊
七
月
四
日 

 
 

□
役
員
会 

＊
七
月
五
日 

 
 

□
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

＊
七
月
五
日 

 
 

□
全
国
神
道
講
演
研
修
会 

 
 

＊
七
月
十
二
日
～
十
四
日 

 
 

□
下
関
支
部
総
代
敬
神
婦
人
会
合
同
役
員
会 

 
 
 

＊
七
月
十
八
日 

 
 

□
山
口
県
八
幡
宮
会
、
設
立
三
十
周
年
記
念
式
典 

＊
七
月
十
八
日 

 

▼
自
治
会
、
学
校
関
係 

 
 

□
玄
洋
校
区
学
校
評
議
員
会
連
絡
会
議 

 
 
 

＊
七
月
十
四
日 

 
 

□
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
七
月
十
九
日 

▼
教
誨
活
動
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

 

□
新
入
時
指
導
講
話 

＊
七
月
二
十
日 

 

□
集
合
教
誨
女
子 

＊
七
月
二
十
四
日 


